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決議 ～他団体との協力～ 

学生団体連絡会議 

大阪府立大学自治会連合（主催） 
中百舌鳥・りんくうキャンパス学生自治会 

羽曳野キャンパス学生自治会 

友好祭実行委員会 白鷺音響企画共同体 S.T.A.F.-1 

白鷺祭実行委員会 生協学生委員会 

笹の葉祭実行委員会（非常任） 外国人留学生総会 

杏樹祭実行委員会（非常任） 体育会 

全学新歓実行委員会（非常任）  

 

学生自治会は、各学生団体が活動を円滑に進められるよう、月に一度学生団体連絡会議

(以下、学団連)を開き、学生団体間での情報交換や調整を行っています。 

また、学生センターとの話し合いに上記学生団体と共同で参加しています。 

活動報告 

・前述したとおり、新文化部の推薦状を発行しました。 

活動方針 

・入学式クラブ紹介調整会議を設置し、クラブ紹介を円滑に行うようにします。 

・新歓の時期の勧誘活動を規制し、過度な勧誘を防ぎます。 

・クラスオリエンテーション調整会議を設置します。 
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立て看板管理局 

大阪府立大学自治会連合 

中百舌鳥・りんくうキャンパス学生自治会 

（主催） 

羽曳野キャンパス学生自治会 

友好祭実行委員会 白鷺音響企画共同体 S.T.A.F.-1 

白鷺祭実行委員会 生協学生委員会 

笹の葉祭実行委員会（非常任） 外国人留学生総会 

杏樹祭実行委員会（非常任） 体育会 

全学新歓実行委員会（非常任）  

 

立て看板管理局は、友好祭、白鷺祭両実行委員会の協力の下、立て看板およびステージバ

ック（以下、ステバ）の管理、運用を行っていく部門です。必要に応じて会議を行い、活動

を行っています。 

※ステージバックは、ステージの後ろに設置する大型の立て看板のことです。 

活動報告 

・事故を防ぐため、悪天候時は立て看板を倒す、使用中の立て看板やステバの点検を行

う、立て看板やステバの修理を行うなどの管理を行いました。 

・立て看板の管理団体である友好祭、白鷺祭両実行委員会に対し、立て看板の講習会を実

施しました。また、使用団体には立て看板についてのマニュアルを発行、配布しまし

た。 

・第 6 回笹の葉祭および第 71 回白鷺祭本祭典の開催期間中、立て看板やステバの危険性

を知らない一般の方が事故に巻き込まれることを防ぐため、立て看板の管理体制を強化

しました。 

活動方針 

・引き続き前述したような立て看板やステバの管理を行います。 

・新歓の時期に多数の団体が立て看板を使用することが予想されるため、立て看板の講習

会や設置場所の振り分け会議を行います。 

・第 59 回友好祭本祭典中の管理体制の強化を検討します。 
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ステージ管理委員会 / 大型 PA 再購入実行委員会 

大阪府立大学自治会連合 

中百舌鳥・りんくうキャンパス学生自治会 

（主催） 

羽曳野キャンパス学生自治会 

友好祭実行委員会 白鷺音響企画共同体 S.T.A.F.-1 

白鷺祭実行委員会 生協学生委員会 

笹の葉祭実行委員会（非常任） 外国人留学生総会 

杏樹祭実行委員会（非常任） 体育会 

全学新歓実行委員会（非常任）  

 

両委員会は、上記の構成団体によってステージの管理と再購入および PA(public address 

公衆向け音響機器)の再購入のために運営される委員会です。 

活動報告 

・両委員会につき月に一度ずつの定例会を開き、情報共有を行いました。 

・ステージ管理委員会について、ステージの監視・保護を行いました。 

活動方針 

・引き続き定例会を開き、情報共有を行います。 

・引き続きステージの監視・保護を行います。 

・新歓の時期に多数の団体がステージを使用することが予想され、使用予約を先着順にす

るとステージを使用できなくなる団体が生じる可能性があるため、ステージ使用に関す

る調整会議を行い、話し合いでステージ使用を取り決めます。 


